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ふれあい座談会

ふれあい 座談会
（ 議 会 報 告 会）を  開 催しました 。

　

平
成
30
年
度
ふ
れ
あ
い
座
談
会

（
議
会
報
告
会
）
を
４
月
21
日
（
土
）

22
日
（
日
）
の
２
日
間
に
渡
り
、
藤

久
保
公
民
館
、
中
央
公
民
館
及
び
竹

間
沢
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
３

会
場
で
延
べ
40
名
の
町
民
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
ま
ず
各
議
員
か
ら
平

成
30
年
度
の
予
算
及
び
３
月
定
例
会

の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
に
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ま
と
の
質
疑
・
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

を
用
い
て
座
談
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は
と
て
も
好

評
で
議
長
を
含
む
15
名
の
議
員
は
町

民
の
皆
様
の
意
見
や
要
望
を
い
た
だ

き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
活
動
を
積
極
的
に
住
民
の

皆
さ
ま
に
伝
え
る
と
共
に
、
住
民
の

方
々
の
様
々
な
ご
意
見
を
取
入
れ
る

よ
う
工
夫
し
、
議
会
の
広
報
・
広
聴

活
動
を
通
じ
て
議
会
改
革
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要

望
が
未
来
の
三
芳
町
を
変
え
る
礎
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会
は
、
住
民
の
皆
様
の
声

を
聴
き
、
そ
の
声
を
伝
え
る
役
目
を

果
た
す
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

・災害時の障がい者への配慮を。
・畑が更地なので砂埃や大雨時の対策を。
・福祉避難所が避難所マップに掲載されていない。
・福祉避難所には、電気がつくように、手話通訳が付く
ようにしてほしい。
・町の災害情報が遅い。ホームページや SNS 等にリア
ルタイムで載せてほしい。

● 防災

・あいサポート運動がまだ周知されていない。
・自動車運転免許証自主返納について、継続的に支援して欲しい。
・地域・行政・民生委員・社協がバラバラ。
・もっと福祉施設を造るべき。
・高齢者の仕事、活躍できる場が無い。
・ライフバス回数券の補助はありがたいが手続きが面倒。
・高齢者対策としてもトイレの洋式化を進めて欲しい。
・健康長寿事業の復活を。

● 福祉・高齢者対策

＜ 意 見 交 　 換 で は ＞

防災無線

あいサポートバッジ
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ふれあい 座談会
（ 議 会 報 告 会）を  開 催しました 。

・三芳スマート ICフル化で大型車乗り入れに反対である。議会の考えは。
・三芳スマート ICフル化の財政支出が大きい。費用対効果が不明瞭。
・DVについて議会はどう考えるのか。
・議会はチェック機関としての役割を果たして欲しい。
・コミュニティスクールには保護者の意見が反映されるべき。
・なぜ高齢者のライフバス券を無くしたのか。
・財政を考えると、国際交流はどのような意味があるのか。
・2020年オリンピックでオランダ柔道チームを応援する意味は。
・手話を取り入れたことは参加者も広がり良かった。テーマを決めて保育も行ったらどうか。

・バリアフリーを進めて。
・公共交通の充実を。
・町のイメージアップで観光客・人口増になる。
・住居表示が無い。
・子育て世代を呼び込むような施策を充実しないと人口が
増えない。
・自転車道の整備を。
・町民の専門的な知識を町は活用すべき。
・三芳スマート ICフル化では交通安全対策を。
・緑の保全と企業誘致は相反する。
・ごみ問題、たばこの吸い殻、２市１町で取組むべき。
・三芳バザール賑わい公園は、どのように町は進めているのか町民にわからない。本当に必要なのか。

● まちづくりについて

・トイレの洋式化では使いやすいトイレを。
・IT を活用して引きこもりの生徒にも授業を。
・マレーシアとの国際交流・生徒派遣は町にとっても必要。
・地域でも子どもたちが相談できる場所を。

● 教育

＜ 議 会 報 告 に 対 し て ＞

＜ 意 見 交 　 換 で は ＞

こんな意見が
出ました

みらい通りの自転車道

三芳スマートＩＣフル化に伴う歩道整備
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政策サポーター会議

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
の

 
皆
さ
ん
と
一
緒
に

  
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
！！

　
平
成
29
年
の
10
月
か

ら
８
名
の
政
策
サ
ポ
ー

タ
ー
と
淑
徳
大
学
の
学

生
１
名
と
共
に
７
回
の

サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
と
先

進
地
へ
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
中
で
は
、

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
と
議

員
を
２
班
に
分
け
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
、
三
芳
町
の
観
光
の

強
み
、
弱
み
、
課
題
、

そ
し
て
課
題
解
決
の
た

め
の
手
法
に
つ
い
て
議

論
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
度
、「
地
域
の
特
長

を
活
か
し
た
観
光
資
源

の
整
備
」
に
つ
い
て
の

提
言
書
が
完
成
し
ま
し

た
の
で
、
５
月
17
日
に

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
林
町
長

へ
提
言
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

アドバイザーから一言（全2回）
　2017 年 10 月より 2018 年 4 月まで 7度
に及ぶワークショップや埼玉県小川町への先
進地視察を重ねてきた三芳町議会政策サポー
ター会議が「地域の特長を活かした観光資源
の整備」と題した提言を取りまとめ、去る 5
月 17 日に林伊佐雄町長へ提言書を提出しま
した。「場づくり」「人づくり」「情報発信」「観
光による地域づくり」という 4つの観点から
課題を整理し、それらの解決に向けた政策提
言を行ったものです。
　観光を通じてどのようなまちづくりを行う
かという考え方や方向を定めることなど 5項
目にわたる提言は、その内容が重要であるこ
とはもちろんですが、忘れてはならないのが、
住民の皆さんの声を町政に直接的に反映しう
る政策サポーター会議という新しいチャンネ
ルが 1つ生まれたという事実です。
　このチャンネルが今後有効に機能するため

には、まず一つには今回の提言内容が一歩ず
つでも三芳町の観光政策に反映され、実効性
のある政策提言のシステムとして確立される
こと、そしてもう一つは住民の皆さんがこの
チャンネルを積極的に活用し、わが町の政策
提言を主体的に担っていくこと、これらの両
者が両輪となって前に進んでいくことが必要
なのではないでしょうか。
　すでに今年度新たなテーマを掲げたサポー
ター会議メンバーの
募集も始まっていま
すが、今回の政策提
言を踏まえ、近い将
来、より魅力的な三
芳町の姿を目にする
ことを楽しみにして
います。

政策サポーター会議アドバイザー
堀木　美告氏（淑徳大学観光経営学科准教授）

その２
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＜政策サポーター会議に参加されたご感想＞ 　
平
成
29
年
の
10
月
か

ら
８
名
の
政
策
サ
ポ
ー

タ
ー
と
淑
徳
大
学
の
学

生
１
名
と
共
に
７
回
の

サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
と
先

進
地
へ
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
中
で
は
、

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
と
議

員
を
２
班
に
分
け
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
、
三
芳
町
の
観
光
の

強
み
、
弱
み
、
課
題
、

そ
し
て
課
題
解
決
の
た

め
の
手
法
に
つ
い
て
議

論
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
度
、「
地
域
の
特
長

を
活
か
し
た
観
光
資
源

の
整
備
」
に
つ
い
て
の

提
言
書
が
完
成
し
ま
し

た
の
で
、
５
月
17
日
に

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
林
町
長

へ
提
言
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、「
身
近
な
緑
を
守
り

育
て
る
た
め
の
環
境
整
備
」
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
議
論
し
、
政

策
提
言
を
行
う
予
定
で
す
。

笠原　高治 氏

　町の事情に接することが
できて、町への関心が深ま
って良かった。

島田　喜昭 氏

　町がこうなればいいなと
いう思いで参加しました。
参加した政策サポーター同
士が意見交換することで新
たな発見もあり、より良い
提言書ができたと思ってい
ます。ぜひとも、提言が実
現されることを期待しま
す。

望月　正一 氏

　今回のテーマに対して、
このテーマを考える意義は
何であるかを考えた。観光
資源を整備する事は多くの
訪問者に対して住み良い町
である、定住したいと印象
づける事ではないかと考え
た。

勝山　　均 氏

　参加された皆さんと町の
良さを再確認できたことは
素晴らしいことでした。我
が家のあるみよし台から上
富までは歩くには遠く、バ
スも不便なので車になって
しまいます。自転車道の設
置をお願いします。

高橋　和男 氏

　開始当初は会議自体の主
旨があまり理解できません
でしたが、数を重ねるごと
に「あぁこういう事なんだ
な」とわかってからは議論
する事が楽しくなりまし
た。一般町民からの目線で
政策提案するのは非常にや
りがいのある良い企画だと
思います。

山田 久美子 氏

　詳しい内容も知らずに、
この大役をお受けしました
が、ワークショップ形式の
会議で、三芳町の強み、弱
みを指摘していくうちに、
改めて三芳町の魅力を知る
ことが出来ました。

古寺　貞之 氏

　議会の発案でサポーター
会議が開催されたことは、
三芳町政にとって大いに意
義があると思います。今後
も開かれた議会であり、町
民の意見を参考にし、議会
が三芳町発展の原動力にな
ることを期待します。

早川　光男 氏

　三芳町に生まれ三芳町で
生活をしているうちに三芳
町が大好きになりました。
住みよい町や多くの人が足
を運んで頂ける三芳町にな
って頂くため、楽しく参加
させて頂き、自分自身の勉
強になり、また町長へ提言
書を渡すことが出来てよか
ったと思っています。

提出した提言書は議会ウェブサイトでご覧になれます
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定例会の主な内容

条

例

等

に
対
し
無
償
譲
渡
を
行
う
た
め

の
も
の
。

問

財
政
が
厳
し
い
と
言
っ
て

い
る
中
、
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
た
と

き
、
町
は
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
を
し
て
き
た
の
か
。

答

民
営
化
に
際
し
、
何
が
可

能
か
考
え
、
方
向
性
を
出
し
て

き
た
。

問

平
成
29
年
度
末
の
残
債
は

１
億
５
９
０
０
万
円
。
こ
れ
を

平
成
40
年
ま
で
返
し
て
い
く
事

に
な
る
。
で
は
平
成
29
年
度
末

の
建
物
の
実
質
評
価
額
は
。

答

実
際
の
評
価
額
は
算
出
し

て
い
な
い
。

問

建
物
を
有
償
譲
渡
と
し
た

場
合
と
無
償
譲
渡
と
し
た
場
合

で
は
、
保
育
の
質
に
差
が
出
る

の
か
。

答

保
育
は
町
の
基
準
に
沿
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
。
質
に
つ
い

て
は
変
わ
り
は
な
い
。

問

町
の
事
業
は
、
保
育
だ
け

で
は
な
い
の
で
有
償
と
す
れ
ば

福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。
町
全
体
を
考
え
て

ほ
し
い
が
。

答

町
全
体
の
予
算
を
考
え
臨

機
応
変
に
考
え
て
い
く
。

問

有
償
譲
渡
と
し
た
場
合
、

保
育
の
基
準
は
ク
リ
ア
で
き
る

の
か
、
で
き
な
い
の
か
。

答

有
償
に
つ
い
て
も
無
償
に

つ
い
て
も
変
更
は
な
い
。

「
質
疑
終
結
の
動
議
」
が
出
さ

れ
→
可
否
同
数
と
な
り
→
議
長

判
断
に
よ
り
質
問
を
続
行
。

問

２
月
の
全
員
協
議
会
説
明

か
ら
５
月
の
説
明
ま
で
の
変
更

点
は
。

答

土
地
の
地
上
権
の
問
題

等
。問

今
回
、
選
定
に
つ
い
て
は

無
償
化
と
し
、
参
画
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
た
が
保
育
の
水
準
は

現
状
よ
り
絶
対
下
げ
な
い
で
ほ

し
い
が
。

答

保
護
者
・
移
管
先
法
人
・

町
に
よ
る
３
者
協
議
会
で
確
認

し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
36
号

三
芳
町
保
育
所
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
三
芳
町
立
第
二
保
育
所
を
平

成
31
年
４
月
か
ら
民
営
化
す
る

こ
と
に
伴
い
同
保
育
所
を
廃
止

す
る
た
め
の
条
例
。

問

児
童
福
祉
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
保
育

の
責
任
を
果
た
せ
な
い
の
で
は
。

答

児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て

責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

日本共産党
　町民に親しまれ信頼されてきた
実績ある町立第二保育所を廃止す
るもの。児童福祉法は「国及び地

方公共団体は児童の保護者とともに児童を心身とも
に健やかに育成する責任を負う」と定めている。町
立第二保育所の廃止は、この法に反すると共に町の
保育への責任放棄であり認められない。

輝
　町立第二保育所耐震改修工事の残
債はまだ約１億６千万円あり、今後も
町民から徴収する税金から支払われ

る。町からの説明に有償譲渡は不可能だったと判断で
きるだけの説得力は無く、町民の理解は得られない。「無
償譲渡ありき」とも取られかねない今回の措置には賛
成できない。

菊地議員
　民営化には賛成。
　ただし、耐震補強工事
の借金約 1億 6457 万円

を残したまま第二保育所の建物を無償譲渡
し、土地を無償貸与する手法に反対する。
　この手法は町の財政が厳しいと我慢をし
ている住民に理解は得られない。

日本共産党
　今後民間の事業者に運営が変わっ
ても 10年間、毎年 1700万円を町が
返済し続ける事、町の重要政策会議

で、無償でよいのか等が十分議論されず方向性が出さ
れていた事、町民への説明責任が果たされていない事
を含め、無償譲渡とする明確な理由が見当たらず賛成
はできない。

議
案
第
37
号

三
芳
町
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
三
芳
町
多
目
的
広
場
を
体
育

施
設
に
加
え
利
用
時
間
を
定
め

る
も
の
（
予
約
制
）。

議
案
第
40
号

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
　
三
芳
町
第
二
保
育
所
を
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉

法
人
杏
樹
会
に
移
管
す
る
こ
と

に
伴
い
、
三
芳
町
が
所
有
す
る

同
保
育
所
の
建
物
を
当
該
法
人

　　　　　　　　平日：	午前 9時から午後 4時まで
土曜日、日曜日及び休日：	午前 8時から午後 4時まで

三芳町多目的広場



7 平成 30年 8月１日　三芳町議会だより　No.169

平
成
30
年
度

一
般
会
計
（
第
1
号
）

　
６
５
０
０
万
１
０
０
０
円
を

追
加
し
予
算
総
額
を
１
１
８
億

６
５
０
０
万
１
０
０
０
円
と
す

る
。

（
主
な
内
容
）

・
道
路
改
良
事
業

�

６
３
５
３
万
８
０
０
０
円

　
　
町
道
幹
線
16
号
線
用
地
等

町
民
生
活
に
密
着
し
た
道

路
の
拡
幅
等
に
伴
う
用
地

買
収
を
行
い
道
路
交
通
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
生

活
環
境
の
向
上
を
図
る
。

・
非
常
備
消
防
事
業

�

49
万
７
０
０
０
円

　
　
三
芳
町
消
防
団
機
能
別
団

員
の
増
員
に
要
す
る
被
服

等
の
経
費
の
増
額
（
三
芳

町
役
場
機
能
別
団
員
分
）

・
学
力
保
障
ス
ク
ラ
ム
事
業

�

50
万
円

　
　
県
の
委
託
を
受
け
町
内
一

つ
の
小
学
校
を
モ
デ
ル
校

と
し
て
指
定
し
、
取
組
み

を
実
施
す
る
。

・
公
民
館
施
設
管
理
事
業

機
械
警
備
委
託
料

�

３
万
３
０
０
０
円

　
　
時
間
外
に
お
け
る
暴
漢
等

の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
緊
急
対

応
及
び
管
理
人
の
急
病
・

怪
我
等
へ
の
安
全
対
策
。

報
告
第
３
号

平
成
29
年
度
三
芳
町
土
地
開

発
公
社
事
業
決
算
の
報
告

収
益
的
収
支

収
入�

１
万
６
５
６
１
円

支
出�

78
万
８
８
０
８
円

資
本
的
収
支

収
入�

０
円

支
出�

62
万
３
１
６
０
円

報
告
第
４
号

平
成
30
年
度
三
芳
町
土
地

開
発
公
社
事
業
計
画
、
予

算
及
び
資
金
計
画
の
報
告

収
益
的
収
支

収
入�

１
万
８
０
０
０
円

支
出�

94
万
４
０
０
０
円

資
本
的
収
支

収
入�

１
億
３
０
１
０
万
５
０
０
０
円

支
出�

１
億
３
０
１
０
万
５
０
０
０
円

報
告
第
５
号

平
成
29
年
度
三
芳
町
一
般

会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書

の
報
告

・
一
般
下
水
道
全
体
計
画

策
定
業
務	

	

８
９
４
万
３
０
０
０
円

（
翌
年
度
繰
越
額　
６
０
０
円
）

報
告
第
６
号

平
成
29
年
度
三
芳
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告

・
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

	

１
億
２
８
５
６
万
４
０
０
０
円

　
（
翌
年
度
繰
越
額
）

	

５
２
５
９
万
６
０
０
０
円

・
道
路
改
良
事
業

	

２
３
８
０
万
円

　
（
翌
年
度
繰
越
額
）

	

２
３
８
０
万
円

・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
便
性
向
上

促
進
事
業

	

４
億
７
４
６
４
万
８
０
０
０
円

　
（
翌
年
度
繰
越
額
）

	

４
億
７
４
６
１
万
１
０
０
０
円

報
告
第
７
号

平
成
29
年
度
三
芳
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業

	
　
５
９
６
１
万
６
０
０
０
円

　
（
翌
年
度
繰
越
額
）

	

５
７
２
４
万
円

補
正
予
算

報

告

輝
　三芳町役場機能別消防団は入庁間も
ない職員が対象だが、まだ本来の業務

にも慣れておらず、上司からの依頼に拒否しづらかった
職員もいるのでは。団員選考の対象や方法、日常業務に
支障のない活動の検討、私生活への配慮を要望するが、
本案は町民の利益につながると判断して賛成する。

賛
成

同意しました
　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
推薦に同意する旨を意見として答申することにしました。

山 崎 百 惠 氏
※人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づいて、人権相
談を受けたり人権の考えを広める活動をしている民間
ボランティアです。

改良予定の交差点
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審議結果と議員ごとの賛否内訳

■平成 30年第 3回定例会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

報 　 告
第 3 号 平成 29 年度三芳町土地開発公社事業決算の報告について 報告のみ

報 　 告
第 4 号

平成 30 年度三芳町土地開発公社事業計画、予算及び資金
計画の報告について 報告のみ

報 　 告
第 5 号

平成 29 年度三芳町一般会計継続費繰越計算書の報告につ
いて 報告のみ

報 　 告
第 6 号

平成 29 年度三芳町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告
について 報告のみ

報 　 告
第 7 号

平成 29 年度三芳町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計
算書の報告について 報告のみ

承 　 認
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて（三芳税条例の一部
を改正する条例）

原案
承認 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

承 　 認
第 2 号

専決処分の承認を求めることについて（三芳町都市計画税
条例の一部を改正する条例）

原案
承認 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

承 　 認
第 3 号

専決処分の承認を求めることについて（三芳町国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）

原案
承認 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

議 　 案
第33号 三芳町税条例等の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第34号 三芳町都市計画税条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第35号

三芳町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例

原案
可決 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

議 　 案
第36号

三芳町保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例

原案
可決 ○○○○議

長○×××○○○○○○

議 　 案
第37号 三芳町体育施設条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第38号 三芳町文化会館条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第39号

三芳町災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正す
る条例

原案
可決 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

議 　 案
第40号 財産の無償譲渡について 原案

可決 ○○○○議
長○×××○○○×××

動 　 議 議案第 40 号に対する質疑終結の動議 否決
（議長裁決）○○○○×××××○○○×××

議 　 案
第41号 三芳町道路線の廃止について 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第42号 三芳町道路線の認定について 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

諮 　 問
第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意として

答申 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第43号 平成 30 年度三芳町一般会計補正予算（第 1 号） 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

請 　 願
第 1 号 三芳太陽の家移転の請願について 採択 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

発 　 議
第 2 号

埼玉県議会による原発再稼働を求める意見書に関し、再稼
働の議論は慎重に行うことを求める決議案について　

否決
（議長裁決）×××××○○○○×××○○○

意 見 書
第 ５ 号

旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書
について

原案
可決 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

意 見 書
第 ６ 号 ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書について 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

意 見 書
第 ７ 号 性暴力被害者への支援の法定化を求める意見書について 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

○賛成　×反対
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意見書・請願・発議
意
見
書
第
５
号

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊

手
術
の
被
害
者
救
援
を
求
め

る
意
見
書

　
旧
優
生
保
護
法
は
、
知
的
障

が
い
や
精
神
疾
患
を
理
由
に
本

人
の
同
意
が
な
く
不
妊
手
術
を

認
め
て
い
た
が
、
本
人
の
意
思

に
反
し
て
手
術
さ
れ
た
と
す
れ

ば
人
権
上
問
題
が
あ
る
。
諸
外

国
で
は
当
事
者
へ
の
補
償
等
講

じ
ら
れ
て
い
る
。
手
術
を
受
け

た
障
が
い
者
ら
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
早

急
な
救
済
措
置
を
求
め
る
。

（
提
出
先
） 　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

国
土
交
通
大
臣

意
見
書
第
６
号

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

普
及
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　
外
見
か
ら
は
容
易
に
判
断
が

難
し
い
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方

が
、
周
囲
に
援
助
や
配
慮
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
国

民
全
体
に
お
け
る
認
知
度
は
い

ま
だ
低
い
状
況
に
あ
る
。
今
後

は
、
そ
の
意
味
を
広
く
国
民
全

体
に
周
知
し
、
普
及
推
進
に
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

（
提
出
先
） 　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

意
見
書
第
７
号

性
暴
力
被
害
者
へ
の
支
援
の

法
定
化
を
求
め
る
意
見
書

　
性
暴
力
は
被
害
者
の
心
に
長

期
に
わ
た
り
深
刻
な
傷
を
負
わ

せ
る
。同
時
に
被
害
の
性
質
上
、

被
害
者
が
支
援
を
求
め
づ
ら
く

潜
在
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
な
ど
の
支
援
も
ま

だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ

り
、
支
援
の
た
め
の
根
拠
法
制

定
と
早
期
の
支
援
拡
充
の
た
め

の
予
算
措
置
を
求
め
る
。

（
提
出
先
） 　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

法
務
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
男
女
共
同
参
画
）

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

請
願
第
１
号

三
芳
太
陽
の
家
移
転
の
請
願

に
つ
い
て

（
請
願
趣
旨
）

上
富
地
域
に
あ
る
障
が
い
者
福

祉
施
設
「
太
陽
の
家
」
は
建
設

か
ら
27
年
、
現
在
は
建
設
当
時

と
立
地
環
境
が
変
わ
り
利
用
者

の
安
全
面
の
確
保
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。
町
の
中
心
地
か
ら

も
遠
隔
で
あ
り
孤
立
状
況
に
あ

り
ま
す
。
万
一
の
事
件
や
災
害

時
に
現
在
の
状
況
は
利
用
者
の

安
全
安
心
が
保
た
れ
て
お
ら

ず
、早
急
な
移
設
を
求
め
ま
す
。

（
委
員
会
の
審
査
結
果
）

本
請
願
は
厚
生
文
教
常
任
委
員

会
に
付
託
し
審
査
し
た
結
果
、

賛
成
総
員
で
「
採
択
す
べ
き
も

の
」
と
し
、
委
員
会
の
意
見
と

し
て
「
三
芳
太
陽
の
家
移
転
に

つ
い
て
は
、入
所
者
の
保
護
者・

町
の
担
当
課
・
入
間
東
部
福
祉

会
と
で
充
分
な
協
議
を
尽
く
し

て
、
早
急
な
対
応
を
求
め
る
こ

と
。」
を
付
す
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

（
本
会
議
の
審
議
結
果
）

本
会
議
で
の
審
議
は
、
委
員
会

の
報
告
の
と
お
り
賛
成
総
員
で

「
採
択
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

発
議
第
２
号

埼
玉
県
議
会
に
よ
る
原
発
再

稼
働
を
求
め
る
意
見
書
に
関

し
、
再
稼
働
の
議
論
は
慎
重

に
行
な
う
こ
と
を
求
め
る
決

議
案

　
埼
玉
県
議
会
が
平
成
29
年
12

月
、「
世
界
で
最
も
厳
し
い
水

準
の
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
ら
れ
た
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
を
求
め
る
意
見
書
」
を

採
択
し
た
こ
と
に
対
し
、
全
国

か
ら
抗
議
の
声
が
県
議
会
に
届

い
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見
書
を

採
択
し
た
こ
と
は
大
変
遺
憾
で

あ
り
、
原
発
再
稼
働
の
議
論
は

慎
重
に
行
な
う
こ
と
を
求
め

る
。

　
採
決
の
結
果
、
７
対
７
の
同

数
の
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り
否

決
と
し
た
。

意

見

書

請

願

発

議

細田議員
　我が国の現状を見据え、原発依存
度低減などを基調とするエネルギー
政策を抜本的に見直し、日本の安全
保障と経済成長を支える強靭なエネ

ルギー政策を確立すべきと、幸福実現党は考える。尚、
他団体での採決された意見書に対して本議会で抗議
するのは大変おかしいと考え反対の討論とする。

三芳太陽の家
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14 人が町政を問う

桑
の
実
三
芳
保
育
園
と
三
芳
元

氣
保
育
園
と
な
っ
て
い
る
。

問

滞
納
者
の
徴
収
に
は
、
税

務
課
と
連
携
を
し
て
い
る
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
滞
納

整
理
シ
ス
テ
ム
で
管
理
を
し

て
、
状
況
に
応
じ
税
務
課
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

町
章
の
使
用
と
町
の
木
、

花
、
鳥
の
PR
に
つ
い
て

問

町
章
の
意
味
は
。

答

秘
書
広
報
室
長　
三
芳
を

カ
タ
カ
ナ
で
円
形
に
デ
ザ
イ
ン

し
、
融
和
と
団
結
を
表
し
、
中

央
に
羽
ば
た
く
鳥
を
図
形
化
し

て
、
町
の
躍
進
と
産
業
の
発
展

を
象
徴
し
て
い
る
。

問

襟
章
の
佩は

い

用
義
務
は
。

答

総
務
課
長　
ク
ー
ル
ビ
ズ

の
推
進
や
、
経
費
節
減
で
襟
章

の
作
成
を
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
貸
与
し
て
い
な
い
の
で
、
佩は

い

用
を
義
務
と
し
て
い
な
い
。

問

保
育
料
の
算
定
方
法
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
児
童

の
属
す
る
世
帯
の
住
民
税
所
得

割
額
を
基
に
算
定
し
て
い
る
。

問

保
育
料
の
減
免
規
定
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
保
育

料
算
定
の
中
に
制
度
と
し
て
、

多
子
軽
減
措
置
を
設
け
て
い

る
。問

保
育
料
の
徴
収
方
法
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
町
内

保
育
所
に
在
籍
す
る
児
童
の
も

の
は
町
が
徴
収
し
、
小
規
模
保

育
事
業
所
に
在
籍
の
児
童
の
も

の
は
、施
設
が
徴
収
し
て
い
る
。

問

保
育
料
の
収
納
状
況
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
平
成

26
年
度
98
・
33
％
、
平
成
27
年

度
は
98
・
77
％
、
平
成
28
年
度

は
98
・
97
％
と
な
っ
て
い
る
。

問

長
期
滞
納
者
へ
の
対
応

は
。答

こ
ど
も
支
援
課
長　
督
促
、

催
告
を
発
す
る
と
と
も
に
、
納

付
相
談
を
実
施
し
て
、
分
割
納

付
等
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問

延
長
保
育
は
町
立
保
育
所

と
民
間
保
育
園
で
異
な
る
の

か
。答

こ
ど
も
支
援
課
長　
開
始

時
間
は
同
じ
７
時
だ
が
、
終
了

時
間
が
異
な
っ
て
い
る
。
夜
７

時
ま
で
が
、
町
立
保
育
所
と
あ

ず
さ
保
育
園
。
夜
８
時
ま
で
が

保育料の滞納者ゼロを目指して更なる努力を
町章や町の木、花、鳥のＰＲで知名度アップ

こ
と
を
目
指
す
教
育
と
な
る
。

問

小
学
校
で
の
英
語
教
育
に

合
わ
せ
、児
童
に
英
語
図
書（
絵

本
）
の
贈
呈
は
ど
う
か
。

答

町
長　
一
人
ひ
と
り
に
渡

す
よ
り
、
図
書
館
や
学
校
図
書

室
に
英
語
図
書
の
充
実
を
図
る
。

問

町
内
全
小
学
校
そ
れ
ぞ
れ

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
２
名
で

小
学
校
５
校
を
担
当
し
て
い
る

が
、
新
指
導
要
領
全
面
実
施
に

向
け
各
小
学
校
に
配
置
し
た

い
。問

児
童
・
生
徒
の
英
検
受
験

へ
の
支
援
と
、
受
験
料
へ
の
補

助
制
度
創
設
は
ど
う
か
。

答

教
育
長　
中
学
校
卒
業
時

の
英
検
３
級
取
得
は
明
確
な
到

達
目
標
で
あ
り
、
希
望
す
る
生

徒
に
検
定
料
補
助
を
検
討
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

①
は
し
か
感
染
防
止
に
追
加
接

種
の
周
知
②
残
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

問

中
小
企
業
が
新
た
に
導
入

す
る
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税

を
町
の
判
断
で
３
年
間
ゼ
ロ
と

す
る
特
例
措
置
を
盛
り
込
ん
だ

法
律
が
国
会
で
成
立
し
た
。
本

町
の
取
組
み
は
。

答

観
光
産
業
課
長　
法
律
に

従
い
、
町
の
導
入
促
進
基
本
計

画
を
速
や
か
に
策
定
し
た
い
。

問

固
定
資
産
税
の
特
例
率

は
。答

税
務
課
長　
税
制
面
か
ら

支
援
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
３

年
間
税
率
を
ゼ
ロ
と
す
る
。

問

町
内
の
事
業
者
が
導
入
計

画
を
策
定
す
れ
ば
、
優
先
的
に

国
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
制

度
だ
が
、事
業
者
へ
の
周
知
は
。

答

観
光
産
業
課
長　
導
入
促

進
計
画
が
で
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
庁
内
の
調
整
や
商
工
会
と
連

携
し
広
報
等
で
周
知
す
る
。

三
芳
町
の
英
語
教
育

問

平
成
32
年
度
か
ら
の
新
学

習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
の

英
語
教
育
は
ど
の
様
に
な
る

か
。答

学
校
教
育
課
長　
小
学
校

３
年
か
ら
は
外
国
語
に
慣
れ
親

し
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
態
度
を
教
育
し
、
５
年
生
か

ら
は
教
科
と
し
て
語
彙
や
文
法

の
理
解
や
自
分
で
考
え
伝
え
る

町内企業支援、さらなる充実を図れ
設備投資を促し生産性の向上を

細 谷 三 男
ほそ    や    みつ   お

三芳みらい

動 画

動 画

楽しい英語図書（絵本）

内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党

町立第二保育所
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補
助
事
業
制
度
の
導
入
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
３
世
代

見
守
り
や
高
齢
者
支
援
に
も
繋

が
り
少
子
化
対
策
に
も
な
る
。

他
市
の
動
向
見
な
が
ら
県
の
事

業
も
あ
る
の
で
周
知
し
て
い

く
。

複
合
施
設
・
藤
久
保
地
域

拠
点
整
備
に
つ
い
て

問

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
計
画
は
ど
う
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
基
本
構

想
の
中
で
高
齢
者
福
祉
機
能
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問

基
本
構
想
の
進
め
方
と
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
策
定
、

供
用
開
始
は
７
年
後
を
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
導
入

は
②
18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化

に
つ
い
て

問

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

町
の
戦
略
は
ど
う
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
約
第
５

次
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
政
策
を
進
め
て
い
く
。

問

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
を
担
う
、
日
本
版
ネ

ウ
ボ
ラ
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
現
状
と
課
題

は
ど
う
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
平
成

29
年
10
月
よ
り
こ
ど
も
支
援
課
に

開
設
さ
れ
助
産
師
や
保
健
師
が
対

応
し
て
い
る
。
更
に
相
談
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
具
体
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

産
後
ケ
ア
や
産
後
う
つ
の

対
策
は
ど
う
か
。

答

健
康
増
進
課
長　
産
後
ケ

ア
の
宿
泊
事
業
を
進
め
、
訪
問

事
業
の
赤
ち
ゃ
ん
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
対
応
し
て
い
る
。

問

妊
娠
し
て
も
流
産
や
死
産

を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
不
育
症

の
検
査
の
た
め
に
埼
玉
県
は
検

査
費
の
助
成
事
業
を
開
始
し

た
。
当
町
で
も
助
成
制
度
の
導

入
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
平
成
31

年
４
月
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

問

若
者
移
住
支
援
の
取
組
み

と
し
て
親
元
同
居
、
近
居
支
援

人口減少対策と子育て支援は
三芳版ウェルカムベイビープロジェクトを

運
動
」
を
掲
げ
て
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
学
術
論

で
な
い
事
か
ら
も
水
飲
み
だ
け

で
認
知
症
の
改
善
が
で
き
る
と

誤
解
さ
れ
る
事
も
あ
り
難
し
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

問

手
続
き
を
済
ま
せ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
件
数
は
。

答

住
民
課
長　
平
成
30
年
４

月
末
日
で
３
９
５
７
件
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
は
全
国
的
に
低
い
よ
う

だ
が
、
当
町
に
お
け
る
カ
ー
ド

の
普
及
状
況
は
。

答

住
民
課
長　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
人
口
に
対
す
る

交
付
率
は
全
国
で
10
・
７
％
。

市
で
10・２
％
、
町
村
で
は
８・

９
％
本
町
で
は
10
・
１
％
。

問

住
民
へ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

住
民
課
長　
カ
ー
ド
の
住

所
変
更
の
際
、
本
人
パ
ス
ワ
ー

ド
入
力
等
に
時
間
が
か
か
る
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
件
数
と
内
容
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
直
営
と

委
託
で
合
計
２
２
７
０
件
。
要

介
護
認
定
後
の
具
体
的
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
３
８
３

件
。問

町
内
の
認
知
症
認
定
者
数

の
今
後
の
推
移
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
町
内
の

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
12
・

５
％
の
内
6
割
が
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
。
今
後
は
認

知
症
が
18
・
４
％
と
増
加
傾
向

が
予
想
さ
れ
る
。

問

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
数

は
。答

健
康
増
進
課
長　
平
成
29

年
度
は
8
回
開
催
で
２
２
０

名
。問

受
講
者
の
年
齢
層
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
60
代
以

上
の
方
が
半
数
を
占
め
て
い

る
。問

模
擬
体
験
の
導
入
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
認
知
症

の
方
へ
の
接
し
方
を
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
で
学
ん
で
い
る
。

問

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
予
定
は
。

答

健
康
増
進
課
長　
現
在
は

予
定
し
て
い
な
い
。

問

認
知
症
予
防
、
改
善
す
る

た
め
の
１．５
リ
ッ
ト
ル
「
水
飲
み

認知症予防事業について
１. ５リットル「水飲み運動」推進

動 画

動 画

子育て世代包括支援センター

岩 城 桂 子
いわ    き    けい    こ

公明党

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい
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14 人が町政を問う

問

公
園
に
対
す
る
対
策
は
。

答

都
市
計
画
課
長　
樹
木
の

剪
定
や
ト
イ
レ
な
ど
に
落
書
き

が
あ
れ
ば
町
に
連
絡
が
入
る
。

問

東
京
都
北
区
で
は
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
・
パ
ト
ロ
ー
ル
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

が
、
当
町
で
も
作
成
し
て
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
町
内
の

防
犯
活
動
は
地
域
防
犯
推
進
委

員
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
い

る
。
活
動
が
効
率
的
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
い
。

問

青
パ
ト
隊
員
に
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
の
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
隊
員
の

事
前
講
習
で
話
し
て
い
る
。

問

最
近
、
子
供
が
悲
惨
な
結

果
を
迎
え
た
事
件
が
発
生
し
た

が
、
子
供
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
対
策
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
町
の
認
識
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
子
供
の

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
は
子
供
が

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
場

所
。
人
目
に
つ
か
な
い
、
簡
単

に
子
供
に
接
す
る
こ
と
が
出
来

る
場
所
と
考
え
て
い
る
。
近
年

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

と
言
う
防
犯
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
事
は
把
握
し
て
い
る
。

問

町
内
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
公
園
な
ど

の
声
を
か
け
や
す
い
や
場
所
や

人
目
に
つ
か
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
囲
ま
れ
た
道
路
な
ど
と
考
え

て
い
る
。

問

ど
の
様
な
公
園
が
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
得
る
か
。

答

都
市
計
画
課
長　
樹
木
な

ど
で
中
が
見
え
ず
ら
い
、
出
入

り
口
が
１
箇
所
な
ど
。

問

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り

得
る
公
園
の
数
は
。

答

都
市
計
画
課
長　
樹
木
な

ど
で
見
え
ず
ら
い
公
園
は
10
箇

所
程
度
、
出
入
り
口
が
１
箇
所

の
公
園
は
20
箇
所
程
度
。

子供の安全確保について
子供のホットスポットへの対応は

し
、
学
校
で
も
取
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
委

員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
教
職
員

に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
か
ら
の

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
注
意
報
や
情

報
モ
ラ
ル
教
育
指
導
書
等
活
用

し
、
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
に
努

め
て
い
る
。
保
護
者
に
対
し
て

は
、
各
学
校
で
児
童
・
生
徒
の

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト
ラ

ブ
ル
や
い
じ
め
の
事
例
の
紹

介
、
守
る
べ
き
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
、
危
険
か
ら
守
る
た
め
の

注
意
事
項
を
家
庭
で
指
導
す
る

よ
う
学
校
だ
よ
り
等
で
周
知
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
防
災
対
策
②
小
学
校
・
中
学

校
の
校
舎
雨
漏
り
の
状
況
に
つ

い
て
。

問

65
歳
〜
75
歳
の
自
動
車
事

故
件
数
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
平
成
29

年
度
、
東
入
間
警
察
管
内
１
３

４
件
、
内
三
芳
町
内
25
件
。

問

75
歳
以
上
の
自
動
車
事
故

件
数
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
平
成
29

年
度
中
、
東
入
間
警
察
管
内
64

件
、
内
三
芳
町
内
10
件
。

問

こ
の
状
況
か
ら
、
当
町
で

は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
65
歳

か
ら
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で

は
。答

政
策
推
進
室
長　
事
故
の

増
加
状
況
を
鑑
み
て
、
内
容
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

小
中
学
校
に
お
け
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育

問

児
童
・
生
徒
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
利
用
の
ル
ー
ル
を
定

め
る
こ
と
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

機
能
を
つ
け
る
な
ど
、
こ
ど
も

た
ち
が
実
際
に
犯
罪
や
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
責
任
は
、
ま
ず
は
保
護
者

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

交通安全対策の向上
児童・生徒のモラル教育を

動 画

動 画

安 澤　 豊
あん   ざわ         ゆたか

三芳みらい

山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい

公園
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問

以
前
、
藤
久
保
第
５
区
第

１
集
会
所
の
建
て
替
え
に
合
わ

せ
、
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
入
れ
て
の
複
合
化
の
案
が

あ
っ
た
が
白
紙
に
な
っ
た
の

か
。答

財
務
課
長　
藤
久
保
地
域

拠
点
の
施
設
の
再
構
築
の
対
象

施
設
と
し
て
考
え
て
い
る
の
で

構
想
の
中
で
進
め
て
い
き
た

い
。問

商
工
会
の
今
後
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

財
務
課
長　
藤
久
保
地
域

拠
点
の
進
捗
に
応
じ
、
話
し
合

い
の
場
を
設
け
協
議
を
し
た

い
。問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化

に
伴
う
、ア
ク
セ
ス
道
路
や（
仮

称
）
三
芳
バ
ザ
ー
ル
賑
わ
い
公

園
を
予
定
し
て
い
る
地
域
は
市

街
化
調
整
区
域
な
た
め
、
一
般

的
な
開
発
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

で
残
地
の
利
用
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
が
今
後
土
地
利
用
の
見

直
し
や
開
発
等
を
含
め
見
直
し

を
検
討
出
来
な
い
か
。

答

総
合
調
整
幹　
公
共
用
地

の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準

要
綱
に
基
づ
き
残
地
補
償
に
対

し
対
応
し
て
い
る
。
今
の
と
こ

ろ
残
地
買
収
を
希
望
さ
れ
る
地

権
者
は
い
な
い
と
考
え
て
い

新規開発、整備に対しての渋滞・安全対策
藤久保地域拠点構想への町の考えは

は
ど
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
あ
て
は

ま
ら
な
い
。
国
の
水
準
に
近
づ

け
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導

入
実
績
で
は
三
芳
町
は
全
国
で

１
５
９
１
番
目
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
う
し
て
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
設
置
台

数
は
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
財

政
的
に
も
可
能
な
限
り
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問

国
の
水
準
に
追
い
つ
く
た

め
の
必
要
経
費
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
ス
ペ
ッ

ク
等
に
も
よ
る
が
単
純
に
２
億

円
程
度
は
必
要
と
な
る
。

問

町
長
に
も
積
極
的
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答

町
長　
今
回
の
通
告
で
危

機
感
を
持
っ
た
。
整
備
に
向
け

尽
力
し
て
い
き
た
い
。

　
海
外
で
は
「
２
０
１
１
年
に

小
学
生
に
な
っ
た
子
供
の
65
％

は
将
来
、
今
は
存
在
し
て
い
な

い
職
業
に
就
く
」
ま
た
「
今
後

10
〜
20
年
程
度
で
、
半
数
近
く

の
仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
」と
の
予
測
が
あ
る
。

情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど

社
会
的
変
化
が
、
人
間
の
予
測

を
超
え
て
進
展
し
て
い
る
。
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
第
4
次

産
業
革
命
に
向
け
、
創
造
性
に

富
ん
だ
人
材
育
成
が
急
務
と
な

り
、
文
部
科
学
省
で
も
教
育
の

情
報
化
の
一
層
の
推
進
が
必
要

と
し
て
い
る
。
新
学
習
指
導
要

領
で
は
今
後
の
学
習
活
動
に
お

い
て
積
極
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が

必
須
で
あ
る
と
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
が
規
定
さ
れ
た
。
そ

こ
で
三
芳
町
の
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

問

教
育
の
情
報
化
に
対
す
る

見
解
は
い
か
が
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
情
報
活

用
能
力
の
育
成
や
情
報
技
術
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

問

文
部
科
学
省
で
は
普
通
教

室
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を
４
つ

の
ス
テ
ー
ジ
に
分
類
し
て
い
る

が
、
三
芳
町
の
現
状
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
小
学
校

は
ス
テ
ー
ジ
３
だ
が
、
中
学
校

新学習指導要領を踏まえたICT環境整備は
早急に国の水準に近づけることが必要

る
。問

幹
線
19
号
線
と
国
道
の
変

則
的
な
交
差
点
に
新
た
に
信
号

機
が
設
置
さ
れ
た
が
、
駅
に
向

か
う
車
両
に
対
し
て
の
時
間
が

短
く
渋
滞
が
起
き
て
い
る
が
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答

道
路
交
通
課
長　
信
号
機

の
点
灯
サ
イ
ク
ル
を
検
証
し
時

間
設
定
の
見
直
し
等
、
渋
滞
緩

和
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

北
永
井
児
童
館
前
の
新
規

住
宅
開
発
に
よ
り
今
ま
で
あ
っ

た
既
存
の
住
宅
へ
侵
入
す
る
車

両
が
増
え
て
い
る
が
路
面
表
示

等
、安
全
対
策
は
出
来
な
い
か
。

答

道
路
交
通
課
長　
所
轄
の

警
察
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。
町
と
し
て
も
現
地
を
確

認
し
、
出
来
る
限
り
の
対
応
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
公
共
交
通
（
ラ
イ
フ
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
）
②
町
内

公
共
施
設
・
町
内
主
要
道
路
等

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い

て

動 画

動 画

菊 地 浩 二
きく    ち     こう    じ

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

学校の ICT 環境整備ステップ

新規住宅の開発により
安全対策必要な住宅地

青信号の点灯時間の
変更等、渋滞緩和の
対策が今後の課題
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14 人が町政を問う

答

政
策
推
進
室
長　
申
請
は

代
理
者
で
も
可
能
。
使
い
易
い

よ
う
に
改
善
策
を
検
討
し
て
、

周
知
も
し
っ
か
り
し
て
行
く
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実

問

町
立
で
は
３
歳
以
上
の
給

食
主
食
費
の
保
護
者
負
担
が
無

い
。
民
営
化
に
よ
っ
て
保
護
者

負
担
増
が
考
え
ら
れ
る
３
歳
以

上
の
給
食
主
食
費
の
補
助
を
町

が
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
公
立

と
民
間
で
は
取
り
扱
い
に
差
が

あ
る
の
で
今
後
、
解
消
し
て
い

く
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い

く
。問

都
内
自
治
体
で
は
、
保
育

所
等
で
使
用
し
た
紙
お
む
つ
の

持
ち
帰
り
を
な
く
し
て
保
育
所

で
処
理
す
る
費
用
を
補
助
す
る

動
き
が
あ
る
。
町
は
ど
う
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　

各

園
、
保
護
者
、
近
隣
市
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

町
の
高
齢
者
人
口
推
計
を

見
る
と
平
成
30
年
度
以
降
、
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
年
々

増
加
し
平
成
37
年
に
は
高
齢
者

全
体
の
約
１
万
人
の
う
ち

６
７
０
０
人
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
見
通
し
。
認
知
症
支
援
の

取
組
み
は
早
急
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答

健
康
増
進
課
長　
非
常
に

重
要
な
問
題
と
捉
え
て
い
る
。

問

認
知
症
の
早
期
発
見
に
向

け
て
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、

宅
配
業
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
な
ど
が
地
域
の
高
齢
者
の

見
守
り
を
目
的
と
し
て
行
政
と

協
力
関
係
を
結
ん
で
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
毎
日
立
寄
る
よ
う

な
場
所
か
ら
は
情
報
が
入
っ
て

き
や
す
い
の
で
町
で
も
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
連
絡
を

貰
え
る
協
力
体
制
を
考
え
て

は
。答

健
康
増
進
課
長　
企
業
と

の
連
携
は
ま
だ
で
き
て
い
な

い
。
ス
ー
パ
ー
等
と
の
協
力
も

課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
バ
ス

券
、
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
は
、

高
齢
者
が
使
う
に
は
手
間
が
掛

か
る
。
手
軽
に
使
え
る
よ
う
に

改
善
す
べ
き
と
の
声
が
多
い

が
。

『待ったなし』認知症支援の取組みについて
進めよう　子育て支援

新学習指導要領による教育現場への影響は
三芳町の伝統とも言える小学校鼓笛の継続を

答

教
育
長　
鼓
笛
は
大
事
に

進
め
て
き
た
。
教
育
効
果
が
高

い
事
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
練

習
時
間
数
が
多
く
苦
渋
の
決

断
。問

練
習
に
必
要
な
時
間
数
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
音
楽
・

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
24
〜

50
時
間
。
そ
の
他
、
朝
・
業
間

休
み
・
昼
休
み
・
放
課
後
の
練

習
、長
期
休
業
中
に
８
日
前
後
。

問

保
護
者
か
ら
鼓
笛
の
継
続

を
求
め
る
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
声
が
あ

る
事
は
理
解
し
て
い
る
が
、
授

業
数
確
保
の
た
め
、
今
ま
で
の

よ
う
に
授
業
や
放
課
後
に
練
習

の
時
間
を
設
定
す
る
の
は
困

難
。問

演
奏
曲
数
の
減
、
或
は
隊

列
移
動
の
簡
素
化
等
、
内
容
を

変
更
し
て
再
検
討
出
来
な
い
か
。

答

教
育
長　
各
学
校
に
は
校

長
会
で
伝
え
、
学
校
で
検
討
出

来
る
事
が
あ
れ
ば
検
討
し
、
保

護
者
等
へ
伝
え
て
い
き
た
い
。

問

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り

増
え
る
授
業
及
び
授
業
数
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
外
国
語

で
小
学
校
３
〜
６
年
生
が
年
間

35
時
間
増
加
と
な
る
。

問

増
え
る
時
間
数
の
確
保
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
教
育
課

程
検
討
委
員
会
を
立
上
げ
検

討
。問

教
員
の
負
担
軽
減
対
策
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
教
育
委

員
会
で
業
務
改
善
働
き
方
改
革

委
員
会
を
立
上
げ
検
討
。

問

土
曜
日
授
業
や
夏
休
み
の

短
縮
等
の
検
討
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
近
隣
市

町
村
の
状
況
も
参
考
に
検
討
。

問

小
学
校
鼓
笛
廃
止
経
緯
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
新
学
習

指
導
要
領
に
よ
る
授
業
数
の
増

加
等
で
、
教
育
活
動
全
体
を
見

直
し
精
選
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。問

ど
こ
で
決
定
さ
れ
た
の
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
教
育
課

程
は
各
学
校
長
が
決
定
。
地
域

や
保
護
者
の
声
も
聞
い
て
い

る
。問

鼓
笛
の
教
育
的
効
果
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
音
楽
活

動
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
情
操

を
養
い
、
努
力
す
る
態
度
や
協

調
性
を
育
み
、
達
成
感
を
得
ら

れ
る
等
の
効
果
が
考
え
ら
れ
る
。

動 画

動 画

小 松 伸 介
  こ    まつ  しん  すけ

公明党

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

高齢者お楽しみ会
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者
の
職
員
採
用
応
募
資
格
は
。

答

総
務
課
長　
精
神
障
が
い

者
で
あ
っ
て
も
当
然
応
募
資
格

が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
雇

用
率
が
下
が
っ
た
場
合
、
採
用

計
画
を
定
め
適
正
執
行
し
た

い
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
取
組
み
は

進
ん
だ
か
。

答

総
務
課
長　
平
成
30
年
度

は
様
々
な
パ
ン
フ
に
よ
る
啓
発

を
行
な
っ
て
い
る
。
少
し
ず
つ

進
ん
で
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
ま
た
国
際
交
流
を
進
め

る
当
町
と
し
て
取
組
む
必
要
性

は
。答

町
長　
誰
で
も
幸
せ
に
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
自
己

実
現
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

正
規
教
員
の
時
間
外
勤
務

時
間
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
平
成
29

年
度
は
超
過
勤
務
が
80
時
間
以

上
の
教
職
員
が
月
平
均
23
人
、

12
％
い
た
。
平
成
30
年
９
月
よ

り
専
用
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
適

正
な
時
間
を
把
握
し
て
い
く
。

問

小
中
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
担
当
教
員
の
役
割
分
担
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
活
用
に
よ
る
保

護
者
へ
の
連
絡
業
務
の
軽
減
、

地
域
や
関
係
者
と
の
連
携
・
情

報
共
有
の
た
め
に
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

学
校
教
育
課
長　
各
学
校

の
情
報
主
任
を
中
心
に
研
修
を

進
め
て
い
く
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

問

障
が
い
者
就
労
施
設
か
ら

の
物
品
調
達
の
今
後
の
方
針

は
。答

福
祉
課
長　
供
給
可
能
な

物
品
は
各
課
に
情
報
提
供
す

る
。
障
が
い
者
の
方
と
一
緒
に

企
業
に
行
き
理
解
を
求
め
て
い

る
。問

平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り

障
害
者
雇
用
義
務
の
対
象
に
精

神
障
が
い
者
が
加
わ
っ
た
が
、

知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い

教職員の負担軽減の取組みを
ＬＧＢＴへの取組みは進んだか

計
画
に
対
し
て
「
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
い
く
。」
と
答
え
て

い
る
。
町
と
議
会
だ
け
で
決
め

る
の
で
は
な
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う

べ
き
で
は
。

答

総
合
調
整
幹　
検
討
し
て

み
た
い
。

国
土
交
通
省
職
員
受
入
れ

問

国
土
交
通
省
の
職
員
を
三

芳
町
（
2
年
間
）
の
職
員
と
す

る
こ
と
を
考
え
た
の
は
。

答

町
長　
町
が
考
え
て
、
国

へ
要
請
を
し
た
。

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
へ
大
型

車
は
通
さ
な
い
で
と
の
署
名

が
、
町
長
宛
て
に
2
度
提
出
さ

れ
て
い
る
。
住
民
の
声
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答

総
合
調
整
幹　
町
民
の
意

見
を
伺
い
、
進
め
て
き
た
。

問

上
富
に
あ
る
三
芳
ス
マ
ー

ト
IC
周
辺
に
（
仮
称
）
三
芳
バ

ザ
ー
ル
賑
わ
い
公
園（
道
の
駅
）

を
つ
く
る
計
画
が
あ
る
。
農
地

を
購
入
す
る
の
か
、
借
地
か
。

答

総
合
調
整
幹　
ま
だ
、
決

ま
っ
て
い
な
い
。

問

農
振
除
外
５
要
件
の
う
ち

「
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
営
む
者
に
対
す
る
農
用
地
の

利
用
の
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
」と
あ
る
。

こ
れ
は
、
地
権
者
が
農
作
物
を

植
え
続
け
た
い
と
願
え
ば
、
農

振
の
除
外
は
で
き
な
い
こ
と

か
。答

総
合
調
整
幹　
そ
れ
ら
を

含
め
て
今
後
検
討
を
す
る
。

問

（
仮
称
）
三
芳
バ
ザ
ー
ル

賑
わ
い
公
園
構
想
の
イ
ン
フ
ラ

施
設
に
８
億
３
０
０
０
万
円
の

支
出
額
で
、
情
報
発
信
、
休
憩

施
設
、
地
域
活
性
化
施
設
を
町

が
行
っ
た
場
合
は
約
15
億
円
の

総
支
出
額
と
な
る
の
で
は
。

答

総
合
調
整
幹　
ま
だ
、
決

ま
っ
て
は
い
な
い
。

問

（
仮
称
）
三
芳
バ
ザ
ー
ル

賑
わ
い
公
園
（
道
の
駅
）
問
題

で
も
町
長
は
、
地
権
者
の
意
見

を
大
事
に
す
る
か
。

答

町
長　
尊
重
す
る
。

問

前
総
合
調
整
幹
は
、
こ
の

（仮称）三芳バザール賑わい公園構想の問題
国土交通省からの職員派遣について

動 画

動 画

本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

三芳町障がい者
就労支援センター

（仮称）三芳バザール賑わい公園
完成イメージ
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14 人が町政を問う

問

公
共
交
通
施
策
と
し
て
ラ

イ
フ
バ
ス
の
路
線
変
更
は
道
筋

が
見
え
た
が
、
他
の
施
策
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
他
市
事

例
や
町
の
状
況
を
見
極
め
、
ど

ん
な
施
策
が
良
い
か
検
討
中
。

外
来
植
物
に
つ
い
て

問

特
定
外
来
生
物
（
植
物
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
や
未
指
定
だ
が
外
来

種
の
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
を
町
内

で
も
見
か
け
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
見
た
目
は

可
憐
な
花
だ
が
、
非
常
に
繁
殖

力
が
強
く
、
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
活

性
の
高
さ
に
よ
り
在
来
の
植
物

の
生
態
に
も
影
響
を
与
え
る
。

住
民
に
周
知
し
、
駆
除
に
つ
い

て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て

は
。答

環
境
課
長　
こ
れ
ら
の
植

物
は
根
の
部
分
に
も
毒
が
あ
る

と
の
こ
と
。
町
の
HP
や
広
報
で

の
掲
載
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

議
会
報
告
会
で
い
た
だ
い

た
町
民
か
ら
の
意
見
に
「
町
は

対
外
的
な
政
策
に
は
熱
心
に
取

組
ん
で
い
る
が
、
住
民
に
対
す

る
政
策
は
弱
い
。
住
民
を
大
事

に
す
る
と
い
う
視
点
が
見
え
な

い
。」
と
痛
烈
な
も
の
が
あ
っ

た
。
町
が
行
っ
て
い
る
対
外
的

な
施
策
は
誰
の
た
め
な
の
か
。

答

秘
書
広
報
室
長　
今
住
ん

で
い
る
町
民
と
将
来
住
ん
で
い

た
だ
け
る
町
民
の
た
め
。

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

効
果
で
人
口
は
増
加
し
た
の

か
。答

政
策
推
進
室
長　
現
在
の

町
の
人
口
は
第
５
次
総
合
計
画

の
目
標
通
り
推
移
し
て
お
り
、

こ
れ
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
効
果
と
考
え
て
い
る
。

問

子
育
て
世
代
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
町
が
行
っ
て
い

る
、
他
自
治
体
や
隣
接
市
よ
り

も
魅
力
的
な
子
育
て
施
策
と
は

何
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
本
物
の
音
楽
に
触
れ

あ
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
読
書

推
進
の
働
き
か
け
、
児
童
館
活

動
、
育
成
会
の
各
種
事
業
。
学

校
の
教
員
も
町
独
自
に
加
配
し

て
い
る
。
中
学
生
の
海
外
派
遣

も
特
色
あ
る
町
の
施
策
の
一

つ
。

他自治体に負けない魅力的な子育て施策とは
町内に増えてきた外来植物の周知・駆除を

動 画

問

職
員
の
人
材
育
成
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
職
員
の

意
識
を
高
め
る
研
修
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問

協
働
拠
点
の
整
備
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
利
用
し

や
す
い
形
態
や
管
理
運
営
方
法

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
と
進
め
方
は
。

答

町
長　
時
代
の
変
化
に
対

応
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
先
取

り
す
る
こ
と
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
三
芳
町
と
今
を
共
に
生

き
る
仲
間
へ
の
思
い
や
り
、
愛

が
協
働
の
原
動
力
で
あ
り
、
信

頼
と
尊
重
が
推
進
力
と
考
え

る
。
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
づ
く
り

活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
て
い

き
た
い
。

問

平
成
30
年
度
の
位
置
づ
け

は
。答

町
長　
第
５
次
総
合
計
画

前
半
の
検
証
と
後
期
に
向
け
て

今
ま
で
以
上
に
進
捗
を
考
え
て

事
業
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

「
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
」
と
は
。

答

町
長　
町
の
宝
で
あ
る
歴

史
文
化
、
自
然
を
は
じ
め
、
先

人
た
ち
が
作
っ
て
く
れ
た
財
産

を
し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
き

た
い
。

問

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
活
性
化
事
業
」
に
期
待
す
る

効
果
は
。

答

町
長　
新
た
な
生
き
方
の

創
造
を
探
求
す
る
こ
と
と
考
え

る
。
今
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
た
形

は
な
い
が
、
可
能
性
や
限
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
町
の

更
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
結
果
だ
け
で

は
な
く
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
。

問

こ
れ
ま
で
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
捉
え
方
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
様
々
な

場
面
で
協
働
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
条
例
制
定
か
ら
10
年
が
経

過
し
担
い
手
の
高
齢
化
、
職
員

の
協
働
へ
の
意
識
づ
け
が
課
題

と
考
え
て
い
る
。

平成30年度三芳町施政方針について
これからのまちづくりの方向性は

動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

オオキン
ケイギク

ナガミ
ヒナゲシ

3 月に開催された
「まちづくりフェア」
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傍聴席から／議会活動日誌
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
町
民
の
疑
問
点
が
し
っ
か
り

質
問
さ
れ
て
い
て
正
直
驚
き
ま

し
た
し
、少
し
安
心
し
ま
し
た
。

今
ま
で
議
会
に
つ
い
て
ほ
ぼ
感

心
を
も
て
て
い
な
か
っ
た
の

で
。
と
て
も
身
近
に
感
じ
ま
し

た
し
議
会
だ
よ
り
に
も
目
を
通

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

	

（
藤
久
保
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
初
め
て
の
傍
聴
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
三
芳
町
を
よ
り
よ
く

し
て
い
く
と
い
う
想
い
、
そ
し

て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
町
・
教

育
・
子
育
て
・
高
齢
者
へ
の
運

営
が
、
町
民
の
声
を
反
映
し
た

も
の
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。	

（
藤
久
保
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

か
み
合
わ
な
い
質
疑
応
答

（
質
問
、
答
弁
）
は
聴
い
て
い

て
疲
れ
ま
す
。
議
員
も
執
行
部

も
町
民
が
聴
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
頂
き
た

い
も
の
で
す
。

	

（
北
永
井
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
傍
聴
さ
せ
て
頂
い
て
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
今
の
町
の
情

勢
な
ど
、
生
活
し
て
い
る
中
で

は
な
か
な
か
自
分
の
生
活
で

い
っ
ぱ
い
で
現
状
な
ど
身
近
に

感
じ
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
一
町
民
と
し
て

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
人
ご
と

に
し
て
は
い
け
な
い
、
積
極
的

に
参
加
す
る
べ
き
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に

責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

	

（
北
永
井
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

傍聴席から
6 月定例会を傍聴された方から

ご意見・ご感想をいただきました。

日　程 人数

本
会
議

６月　１日　議案審議 0
６月　４日　一般質問 4
６月　５日　一般質問 31
６月　７日　一般質問 30
６月　８日　一般質問 11
６月１４日　議案審議 15

委
員
会

６月　８日 （全協） 1
６月１４日 （厚生） 5

合　計 97

6月定例会の傍聴者数

※傍聴が無かった委員会は掲載しておりません。

議 会 活 動 日 誌
１９日　議会運営委員会
２０日　議会広報広聴常任委員会
２２日　第２回政策検討会議
　　　　厚生文教常任委員会
２６日　議会だよりに関する意見交換会
２８日・２９日　埼玉県町村議会議長会
　　　　　　　　平成 30年度町村議長県外視察

7 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　２日　第３回政策検討会議
　３日　議会運営委員会
　５日　厚生文教常任委員会
　６日　議会広報広聴常任委員会
１０日　議会運営委員会所管事務調査
１２・１３日　入間郡町村議会議長会県外視察
１７日　全員協議会　
　　　　議会運営委員会
１８日　総務常任委員会
１９日・２０日
　　　　議会広報広聴常任委員会所管事務調査
２４日　厚生文教常任委員会
２５日　愛知県岡崎市議会会派自民清風会行政視察

5 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　８日　議会運営委員会
１１日　議会広報広聴常任委員会
１４日　総務常任委員会
　　　　入間郡町村議会議長会定期総会
１５日　全員協議会
　　　　厚生文教常任委員会
１７日　政策サポーター会議提言書提出
２４日　福岡県福津市議会 議会広報調査
　　　　特別委員会 視察来庁
２５日　議会運営委員会
２８日　全国町村議会 議長会 議長・副議長研修会

6 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日〜１４日　平成３０年第３回定例会
　１日　厚生文教常任委員会
　６日　議会広報広聴常任委員会
　８日　全員協議会
１１日　厚生文教常任委員会
１２日　総務常任委員会
　　　　第１回政策検討会議
１３日　議会運営委員会
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議会だより意見交換会／表紙写真のご紹介

☎：049-258-0019（内線 601）

表紙写真のご紹介
埼玉県消防協会入間東部支部　消防団ポンプ操法大会
　消火作業における基本動作の速さや正確さなどを競う大会で、２市１町の消防団 22 分
団が参加して行なわれました。
　目標へ向け放水中の真剣な様子を撮らせていただきました。
　競技結果は、１位 三芳町第４分団、２位 三芳町第２分団、３位 富士見市第７分団と
なりました。
　消防職員・消防団の皆様、町民の命と安全を守るためにいつもありがとうございます。

三芳町 議会だより について
ご意見いただきました

読んでる？ 読んでない？

　6 月 28 日（木）、藤久保公民館において 9 名の町民の方に参加いただき、議会広報広聴常任委員
会の委員 8 名との意見交換会を実施しました。

読んでいる　　1 名

たまに読む　　4 名

読んでいない　4 名

読もうと思う？ 読もうとは思わない？
今回参加いただいた方から「読みたくなる・読もうと思う」議会だよりにするための
貴重なご意見をいただきました。今後の編集に反映させていきます。

＊ご参加いただきまして誠にありがとうございました。

議会だよりに関するアンケ―トへの回答や会議等に参加いただき、
意見や感想を編集に反映させるための制度です。

議会だよりモニター ってなに？
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公表
します

平成 29 年度分

議 員 名 交付額 支出額 残　額
内　訳

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 事務費
久 保 健 二 60,000 77,764 0 11,964 65,800
増 田 磨 美 60,000 57,285 2,715 44,874 7,732 4,679
鈴 木 　 淳 60,000 67,388 0 17,388 50,000
細 田 三 恵 60,000 85,848 0 15,720 44,052 26,076
小 松 伸 介 60,000 67,216 0 15,720 49,012 2,484
岩 城 桂 子 60,000 67,648 0 15,720 49,444 2,484
安 澤 　 豊 60,000 57,742 2,258 11,542 16,200 30,000
井 田 和 宏 60,000 81,018 0 15,720 27,448 37,850
本 名 　 洋 60,000 69,408 0 57,674 11,734
吉 村 美 津 子 60,000 83,558 0 30,134 53,424
細 谷 三 男 60,000 55,994 4,006 15,720 31,656 8,618
菊 地 浩 二 60,000 106,336 0 15,720 44,226 3,390 43,000
内 藤 美 佐 子 60,000 65,621 0 15,720 47,417 2,484
拔 井 尚 男 60,000 47,134 12,866 10,720 36,414
山 口 正 史 60,000 57,136 2,864 15,720 15,936 25,480
※調査研究費→‌�町の事務や行財政に関する調査研究

に要する交通費や宿泊費など
※研修費→‌�団体等が開催する研修会・講演会等への

参加に要する会費や交通費、宿泊費など

※資料購入費→‌�調査研究のために購入する図書
や資料、新聞雑誌購読料など

※事務費→‌�事務消耗品や通信費、事務機器・備
品等購入費など

（単位：円）

議員が町政の課題を把握し町に反映さ
せ、住民福祉増進のため必要な活動を行
うための経費で年間 6万円をいただい
ています

三芳町議会では 1円から領収書が必要
で、報告書類は議会運営委員会で使い途
や無駄がないかなどチェックし、積極的
に公表しています

残金は全て三芳町に返還します このQRコードか議会ホー
ムページから詳しくご覧い
ただけます

政務活動費

政務活動費公表します

政務活動費ってなに？
全国各地で使い方やチェック体制、
　　透明性で問題になっているね？

お金が余ったらどうするの？ 下の表だけだとわかりづらいな？
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号

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。

編集
後記
　

６
月
１
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
６

月
定
例
会
は
、
14
日
間
を
も
っ
て

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
今
定
例
会

で
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
町
政
発
展
繁
栄
の
た
め
に

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
毎
回
、
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
議
会
へ
傍
聴
に
来
て
頂
き
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
す
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
回
は
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
初
の
試
み
で
、
議
会
だ
よ
り
に
関
し
て
の
意

見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
９
名
の
町

民
の
方
と
、
委
員
と
で
２
班
に
分
か
れ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
意
見
交
換
会
で
し
た
、多
種

多
様
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
充
実
し
た
交
換
会

と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
ご
愛

読
頂
け
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
委

員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後

と
も
議
会
だ
よ
り
に
対
し
ご
意
見
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（金）8 月 29 日
開会の予定です

皆様の傍聴を
お待ちしております

三芳町議会 中継ページ
https://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/
gikai/gikai-chukei.html

次の議会定例会は ▶議会の動画を
　配信しています。

https://www.facebook.com/miyoshimachigikai

議員の一般質問等の動画をインターネット動画配
信サイトYouTube上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み込む
か、下記ＵＲＬにアクセスしてください。
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議員報酬に関する意見交換会
　三芳町の議員報酬に関して意見がある方は、ぜひお越しください。

日　時　8月 7日（火）　19：00〜 20：30
場　所　藤久保公民館ホール
参加できる方
　　　　①町内に在住の方　② 18歳以上の方　③議会・議員の活動に興味をお持ちの方
※意見交換会は途中参加もできます。
　また、会場の入退場は自由ですのでお気軽にお越しください。

ー議会運営委員会主催ー

http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/gikai/

三芳町議会
ウェブ
サイト 三芳町議会


